








　周知のとおり、わが国の 65 歳以上人口は 3000 万人を超えており（国民の約 4
人に 1 人）、2042 年には 3900 万人でピークを迎え、その後も人口割合は増加し続
けることが予想されている。このような状況の中、団塊の世代（現在約 800 万人）














（JILPT）が従業員数 100 人以上の企業 1 万社を対象（7828 人から回答）とする「労
1　 厚生労働省「2025 年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値）について」2005 年 3 月
2　 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング「平成 24 年度仕事と介護の両立に関する実態把握のた
めの調査研究事業報告書（平成 24 年度厚生労働省委託調査）概要版」2013 年、22–29 頁



















　そこでまずは、これらの特徴をもとに、「平成 27 年度介護労働実態調査」5 及び
「2013 年ビジネスマンの転職意識に関する調査」6 等の結果を比較考察し、介護職員
に留まるための方策を検討する。
3　 労働政策研究 ･ 研修機構情報解析部情報管理課編「労働者の働く意欲と雇用管理のあり方に関
する調査（JILPT 調査シリーズ , No.1）」労働政策研究 ･ 研修機構編、2004 年
4　 小倉一哉「会社を辞めないのはどんな人か？」（『日本労働研究雑誌』No.603、労働政策研究 ･
研修機構、2010 年、27–43 頁）
5　 介護労働安定センター「平成 27 年度介護労働実態調査」2016 年
6　 これは、goo リサーチと日本経済新聞社による共同企画調査であり、平成 25 年 6 月 26 日（水）
―29 日（土）にかけて、20 代から 50 代の男女、一般企業勤務の正職員以上（公務員 ･ 非営利
団体、自営業、経営者 ･ 役員を除く）1,085 名からインターネット ･ アンケート画面で回答さ
れたものである。詳しくは、男女 NTT コムリサーチ「ビジネスマンの転職意識に関する調査」
（2014 年、http://research.nttcoms.com/database/data/001911/）を参照のこと。




　まず表 2 をみると、介護職員の勤続年数はホームヘルパー 5.6 年、福祉施設介護
職員 5.5 年であり、産業計の 11.9 年と比較して短い傾向にある 7。このことから、長
期雇用を望んでも全体的に会社に長く在籍している介護職員が少ないことは明らか
である。ただし、介護業界そのものさえ介護保険制度施行時（2000 年）が初年度
































産業別産業計 42.0 11.9 324.0 67.6 42.8 13.3 359.8 32.4 40.4 9.1 249.4
医療・福祉 40.2 8.0 294.4 26.9 39.9 8.3 375.5 73.1 40.3 7.8 264.5 
社会保険・社会福祉・介護事業 40.7 7.1 238.4 27.3 39.3 7.2 270.6 72.7 41.2 7.1 226.3 
職
種別
サービス業 44.0 8.8 273.6 70.2 45.0 9.6 297.7 29.8 41.6 6.9 216.8 
医師 41.0 5.5 833.2 70.6 42.4 5.8 896.8 29.4 37.6 4.7 680.4 
看護師 38.0 7.4 328.4 8.4 35.2 6.1 326.9 91.6 38.3 7.5 328.6 
准看護師 46.7 10.2 278.7 10.1 40.4 8.3 283.3 89.9 47.4 10.4 278.2 
理学療法士・作業療法士 30.7 4.8 277.3 49.3 31.5 4.8 286.8 50.7 30.0 4.9 268.1 
保育士 34.7 7.6 213.2 4.1 30.2 4.8 225.4 95.9 34.9 7.7 212.6 
ケアマネジャー 47.5 8.3 258.9 21.8 43.0 8.1 281.1 78.2 48.7 8.4 252.7 
ホームヘルパー 44.7 5.6 218.2 23.3 40.0 3.7 235.0 76.7 46.2 6.2 213.0










医療施設（1,520）と訪問系事業所は 72,000 を超え、施設は 13,000 に迫る数とな
7　 厚生労働省 第 4 回社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会「介護人材の確保について」
2015 年、7 頁




　これに対して、表 3 の「老人福祉 ･ 介護事業の倒産状況」では、2016 年の老人
福祉 ･介護事業の倒産件数は 108件であり、特に小規模事業者倒産が多発している。
その詳細は、業種別では「訪問介護事業」が最多の 48 件、施設系のデイサービス




　　　表 3　老人福祉 ･ 介護事業の倒産状況
東京商工リサーチ「2016 年（1–12 月）『老人福祉 ･ 介護事業』の倒産状況」より筆者作成





8　 厚生労働省「平成 26 年介護サービス施設 ･ 事業所調査の概況」2016 年
9　 東京商工リサーチ「2016 年（1–12 月）『老人福祉 ･ 介護事業』の倒産状況」2017 年（http://
www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20170111_01.html）
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護職員の場合（表 4 の介護職員の仕事満足度）、満足因子は正規、非正規とも 47.1
％が人間関係を選んでいるように、介護現場は一般企業と比較して軋轢の少ない職
場ともいえる。
　ただし、先の表 6 で介護関係の仕事を辞めた理由のうち、人間関係が 25.4％と
一番高いことから事業所で差が激しいとも考えられる。
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　表 10 では「介護の職業を選んだ理由」の 10.0％が「他によい仕事がないため」
ということだが、小倉 11 によると、「他に働くことができる会社がなかったため」
11　小倉、前掲論文、32 頁















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　キャリア ･ アンカーには表 12 のように 8 つのカテゴリーがあるが、そのう
ち①専門 ･ 職能的コンピタンス（Technical/Functional Competence）、③自
律 ･ 独立（Autonomy/Independence）、⑤起業家的創造性（Entrepreneurial 
Creativity）、⑦純粋な挑戦（Pure/Challenge）は挑戦的、改革的な価値観といわれ、
②全般管理コンピタンス（General　Managerial Competence）、④保障 ･ 安定












13　エドガー ･H･ シャイン『キャリア ･ アンカー ―自分のほんとうの価値を発見しよう』（金井壽
宏訳、白桃書房、2003 年）1 頁
14　大野邦夫 ･ 渡辺美紀子 ･ 西口美津子 ･ 末永早夏「異文化交流スキルを有する女性起業家に関す
る研究」（『情報処理学会報告』情報処理学会、2015 年、3 頁）



























































































アウト、②バーンアウト、③ワーカ ･ ホリック、④リラックス、⑤ワーク ･ エン
ゲイジメントに大別される。
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万人以上のサラリーマンを対象にしたアメリカの調査では、3 分の 1 の人がやるべ
































































19　Christina Ｍaslach and Susan E. Jackson, “The measurement of Experienced 
Burnout,”Journal of Occupational Behavior 2, 1981, 99–113.
20　海蔵寺陽子、寺嶋繁典、岡田弘司「日本版ハーディネスのストレス反応抑制効果に関する研究」
（シンポジウム「ヘルスプロモーションの心身医学」第 44 回日本心身医学会総会 / 沖縄、2003
年）（『心身医学』44(9)、2004 年、649 頁）





























研究雑誌』49(1) 、労働政策研究 ･ 研修機構、2007 年、55–56 頁）




























25　井奈波良一 ･ 井上眞人「1 年目研修医のバーンアウトと職業ストレスおよび対処特性の関係」
（『JJOMT』Vol.58-No.3、日本職業災害医学会、2010 年、107 頁）
26　久保真人「バーンアウト（燃え尽き症候群）―ヒューマンサービス職のストレス」（『日本労働









































31　黒田邦彦 ･ 下山敦士 ･ 大倉由美子「『仕事中毒』をめぐってその構造と挫折の研究（第 3 報）」（『産
業医学』 25(4)、日本産業衛生学会、1983 年、285–286 頁）
32　藤本隆史「ワーカホリックと心身の健康」（『日本労働研究雑誌』No.635、労働政策研究 ･ 研修
機構、2013 年、48–49 頁）


















ワーク ･ エンゲイジメントの諸要素『ワーク ･ エンゲイジメント入門』星和書店より作成
図 3





活性化」（『心身健康科学』 13(1)、日本心身健康科学会、2017 年、20 頁）



























　このような、ワーク ･ エンゲイジメントを高める要因が、図 4 の仕事の資源と
個人資源である。仕事の資源とは、ストレッサーやそれに起因する身体的 ･ 心理的
コストを低減し、目標の達成を促進し、個人の成長や発達を促進するための機能を
有する物理的 ･ 社会的 ･ 組織的要因である。たとえば上司からの的確なアドバイ
スや仕事が上達するための導き、また、自分を認めてくれる組織や高い報酬、組織
36　島津明人「職場のポジティブ心理学―ワーク ･ エンゲイジメントの視点から」（『産業ストレス
研究（Job Stress Res.）』第 16 巻第 3 号、日本産業ストレス学会、2009 年、133 頁）
37　島津、前掲論文（2009 年）、133–134 頁









るとワーク ･ エンゲイジメントも高まり、ワーク ･ エンゲイジメントが高まると
さらにモチベーションを高めるという相乗効果があるといわれている 38。












































39　ウィルマー ･B･ シャウフェリ、ピーターナル ･ ダイクストラ『ワーク ･ エンゲイジメント入門』
（島津明人 ･ 佐藤美奈子訳、星和書店、2012 年）40 頁















































 シャウフェリ、ダイクストラ『ワーク ･ エンゲイジメント入門』より作成
　そのような時、どんな組織でも仕事でも利用できるものがある。それが、「ワー
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